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美
術
家
の
作
品
の
心
象
を
詩
人
が
詩

に
表
現
す
る
、
あ
る
い
は
、
詩
人
の
作
品

か
ら
心
象
を
目
で
感
じ
取
れ
る
よ
う
に
、

美
術
家
が
絵
画
や
彫
刻
な
ど
の
作
品
に

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

詩
を
更
科
、
絵
画
を
栗
谷
川
健
一
で

共
同
作
業
を
し
た
作
品
に「
カ
レ
ン
ダ
ー
」

が
あ
り
ま
す
。

　

栗
谷
川
健
一
は
、
映
画
宣
伝
の
看
板

製
作
か
ら
本
格
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
勉
強

を
始
め
、
１
９
３
６（
昭
和
11
）年
、
札
幌

鉄
道
局（
当
時
）の
観
光
ポ
ス
タ
ー
に
採
用

さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
ポ
ス
タ

ー
作
家
の
道
へ
と
進
み
ま
す
。１
９
５
０

（
昭
和
25
）年
第
１
回「
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ

り
」の
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
手
が
け
た
ほ
か
、

日
本
観
光
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
や
世

界
観
光
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に
作
品

を
出
品
。１
９
５
６（
昭
和
31
）年
に
は
、丸

木
舟
を
操
る
ア
イ
ヌ
の
青
年
と
、
湖
に

手
を
か
ざ
す
乙
女
の
姿
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
阿
寒
国
立
公
園
の
観
光
ポ
ス
タ
ー

「
阿
寒
湖
」が
、世
界
観
光
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
で
１
位
の
栄
冠
に
輝
き
ま
す
。

そ
の
後
も
数
々
の
賞
を
受
け
、
北
海
道

の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
世
界
で

第
一
人
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

北
海
道
の
自
然
と
風
物
を
デ
ザ
イ
ン

す
る
栗
谷
川
と
、
更
科
の
詩
で
表
現
す

る
作
品
で
は
、更
科
が「
流
氷
」「
早
春
」「
夏

山
」「
羊
群
」「
収
穫
」「
積
雪
」の
６
つ
の
詩

を
寄
せ
、
栗
谷
川
が
絵
を
描
い
た
、
１
９

６
１（
昭
和
36
）年
の
カ
レ
ン
ダ
ー『
北
海

道
風
物　

詩
と
絵
』が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
夏
山

　
こ
こ
は
ま
だ

　
神
々
の
姿
が
う
つ
る
水
が
あ
り

　
神
々
の
家
が
花
で
飾
ら
れ
る

　
若
い
魂
が
あ
こ
が
れ
る
の
は

　
高
く
て
清
ら
か
な
世
界
が

　
そ
の
ま
ま
そ
こ
に
あ
る
か
ら
だ

『
北
海
道
風
物
　
詩
と
絵
』か
ら

　

本
町
で
は
、１
９
８
６（
昭
和
61
）年
に

完
成
し
た
釧
路
圏
摩
周
観
光
文
化
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ル
に
、
栗
谷
川
健
一
が
デ

ザ
イ
ン
し
た
モ
ザ
イ
ク
作
品
が
あ
り
ま

す
。摩
周
湖
に
ま
つ
わ
る
伝
説
を
モ
チ

ー
フ
に
し
た『
伝
説
の
み
ず
う
み
』と
い
う

作
品
で
、
訪
れ
る
人
々
の
心
を
和
ま
せ

て
い
ま
す
。

栗谷川健一とのコラボレーション

カレンダー『北海道風物　詩と絵』

●更科源藏資料紹介

第
97
回

原

野

紀

行

更科源藏（さらしなげんぞう）
● 1904（明治 37）年、弟
子屈町熊牛原野（南弟子屈）
に生まれ、1985（昭和 60）
年に 81歳で逝去。東京麻
布獣医学校を中退した後、
尾崎喜八、高村光太郎に
師事し、詩作を中心に郷
土史、アイヌ文化研究な
ど主に文学活動を続けた。
▶�弟子屈町で所蔵してい
るさまざまな資料を紹
介する。

著書の検印などに使
っていた自作のエゾ
シカ印

新 刊 案 内

写真家・水越武。

弟子屈町在住。

世界各地の自然を撮

り続けた著者の写真

をめぐるエッセー。

ヒマラヤ、穂高、屋久

島、道東など…。

厳しい自然と深刻な

環境問題への思い。

「�
色
彩
を
持
た
な
い
多
崎
つ
く
る
と
、
彼
の
巡

礼
の
年
」

村
上　

春
樹
／
著

「�

天あ
ま

翔か
け

る
」

村
山　

由
佳
／
著

「�

桜
ほ
う
さ
ら
」

宮
部
み
ゆ
き
／
著

「
犬
か
ら
聞
い
た
素す

敵て
き

な
話
」山

口　
　

花
／
著

「
で
き
る
大
人
の
話
ネ
タ
全
書
」

話
題
の
達
人
倶く

楽ら

部ぶ

／
編

「
人
生
は
ワ
ン
チ
ャ
ン
ス
！
」水

野　

敬
也
／
著

「�

未
来
は
過
去
の
な
か
に
あ
る
」

澤
地
久
枝
ほ
か
／
著

「�

く
わ
し
く
知
り
た
い
目
の
病
気
」

大
鹿
哲
郎
／
総
監
修

「
う
ー
ら
の
お
う
ち
カ
レ
ー
77
変
化
」

庄
司　

智
子
／
編

「
い
ぬ
が
か
い
た
か
っ
た
の
ね
」

サ
ト
シ
ン
／
作　

細
川
貂て

ん

々て
ん

／
絵

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
す
す
め
の
新
刊

水越　武／著

☆�『
お
は
な
し
は
ら
っ
ぱ
ス
ペ
シ
ャ

　
ル
』が
あ
る
よ
！

　

こ
ど
も
読
書
週
間
に
合
わ
せ
て
、
今
年
も
読

み
聞
か
せ
拡
大
版「
お
は
な
し
は
ら
っ
ぱ
ス
ペ

シ
ャ
ル
」を
開
催
し
ま
す
。絵
本
の
読
み
聞
か
せ

の
ほ
か
、
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
作
り
も
行
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
、い
ら
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

▼
日
時
／
５
月
11
日
㈯　

13
時
～
14
時

▼
場
所
／
図
書
館
絵
本
コ
ー
ナ
ー

☆�

４
月
23
日
～
５
月
12
日
は

　「
第
55
回
　
こ
ど
も
読
書
週
間
」

標
語【
た
く
さ
ん
読
ん
で 

大
き
く
な
あ
れ
】

　

４
月
23
日
は「
子
ど
も
読
書
の
日
」と
法
律
で

定
め
ら
れ
、
こ
の
日
か
ら
５
月
12
日
ま
で
が
、

毎
年「
こ
ど
も
読
書
週
間
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
の
間
に
広
く
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
に

つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
が
積
極
的
に
読
書
活
動
を
行
う
意
欲

を
高
め
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
を
中
心
に
、学
校
・
地
域
・
家
庭
を
通

じ
て
、
子
ど
も
た
ち
が「
本
っ
て
面
白
い
！
」と

思
え
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4

）４８２‐１６１６

月に吠えるオオカミ

川湯エコミュージアムセンター（ＥＭＣ）☎４８３‐４１００
５月は8:00～17:00開館（無休）

　

朝
は
霧
に
包

ま
れ
、
昼
は
木

漏
れ
日
が
射
し
、

夕
方
に
は
木
々

の
間
か
ら
見
え

る
空
が
赤
く
染

ま
り
ま
す
。ま

る
で
、
悠
久
な

森
の
時
間
に
迷

い
込
ん
だ
か
の
よ
う
に
、幻
想
的
で
静

か
な
空
間
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
が
、
硫
黄
山
の
麓
・
川
湯
温
泉
に

広
が
る
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
森
で
す
。

　

Ｅ
Ｍ
Ｃ

を
起
点
と

し
た
こ
の

森
に
は
、

30
分
と
60

分
で
歩
く

こ
と
の
で

き
る
二
通

り
の
周
回

～川湯の森から～

コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。川
湯
ヌ
プ
リ

ス
キ
ー
場
跡
地
を
見
る
こ
と
の
で
き

る「
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
森
コ
ー
ス
」と
、

森
の
変
化
を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る

「
ア
カ
ゲ
ラ
の
小こ

径み
ち

コ
ー
ス
」で
す
。

　

キ
ツ
ツ
キ
の
仲
間
や
リ
ス
、
キ
ツ

ネ
、シ
カ
な
ど
の
動
物
た
ち
。ゴ
ゼ
ン

タ
チ
バ
ナ
や
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
幼
木

な
ど
の
植
物
た
ち
。阿
寒
国
立
公
園
川

湯
地
域
と
し
て
、こ
こ
に
し
か
な
い
珍

し
い
生
態
系
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、森
で
は
、樹
齢
２
０
０
年
を

超
え
た
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
老
木
が
広

が
り
、
吹
雪
や
強
風
な
ど
に
よ
っ
て

毎
年
、
何
本
も
の
木
が
倒
れ
て
い
ま

す
。木
が
倒
れ
た
空
間
に
は
新
し
い

芽
が
次
々
と
発
芽
し
、人
間
と
は
違
っ

た
時
間
軸
の
中
で
少
し
ず
つ
変
化
し

て
い
き
ま
す
。そ
ん
な
貴
重
な
森
の

時
間
を
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
と
一
緒
に

共
有
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。新
た
な

発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

硫黄山の麓・川湯温泉に広がるアカエゾマツの森

アカエゾマツの森があなたを呼んでいます

体験しませんか
ガイドウオーク

　ＥМＣの運営には、現在５人のス

タッフが関わっていて、２～３人が

常駐しています。ＥМＣは自然へ誘

う玄関口。センター裏に広がるアカ

エゾマツの森を、スタッフと一緒に

歩いてみませんか？

　花や植物が得意だったり、川湯育

ちの目線だったり、スタッフによっ

て案内の仕方が違います。何回来て

も、アカエゾマツの森の中を楽しめ

ると思います。ふと立ち寄られたと

きにでも、お気軽に受け付けカウン

ターへお声

をかけてく

ださい。でき

る限り、対

応させてい

ただきます。

※�所要時間

約20分

ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
い
ざ
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
森
へ

「夏山」

『伝説のみずうみ』栗谷川健一�作


